
日本語教室のイエメン人学習
者のご主人たちに自国を紹介
していただきました。コロナ
禍にも拘わらず参加希望者が
多く、キャンセル待ち状態で
したが、なんとか調整をして
申込者全員を受け入れました。
発表者4名はご家族も含めて皆
さん民族衣装で参加されまし
た。
参加者からの感想は、「内戦
という悲しいイメージしかな
いイエメンとはかけ離れた豊
かな文化を知ることができ
た」「イエメンは全く馴染み
がなかったが、興味深く聞く
事ができた」「誇らしく自国
の話をする皆さんの表情が印
象的」「イエメン出身の方々
が鶴見区に意外に多く住んで
いることに驚いた」「観光は
無理でもネットで砂漠のマン
ハッタンやソコトラ島など見
てみたい」「民族衣装が素晴
らしかった」「日本語の流暢
さにびっくり」

最後に「どうして日本に来た
か」との質問に対して「日本
の良いところは礼儀正しいと
ころ。それはイエメンと似て
いて、なじみやすかった」と
返答があり、「環境も違う遠
い国だと思っていたが、通ず
るものがあったのかと意外
だった」など。
「このような講座があること
を初めて知ったが、大変良い
企画」との参加者のお声に、
今後も多くの方に喜んでいた
だけるよう「国際理解講座」
を続けたいと思いました。

【鴇田良子】
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国際理解講座
知ることから始めよう！

イエメン：モカコーヒー発祥の地

鶴見区社会福祉協議会区域連携推進事業補助金事業
日時 ：2021年10月10日（日） 13:30～15:30
場所 ：鶴見区福祉保健活動拠点多目的研修室
参加者：50名（日本人39名、外国人11名）

発表者の4名

美しい街並みや自然に、
参加者から歓声が上がりました
料理は動画での紹介もあり、

「食べたい」「美味しそう」の声



日本語教室 秋学期が終了しました
2021年9月11日～11月13日

学習者が激減し、金曜クラスは中止、

土曜クラスのみ開設しました。学習

者数は20名（8か国）、ベトナム

25％、イエメン・中国20％。11名

が修了証を手にしました。ボラン

ティアは23名が参加しました。読解

Bクラスは毎学期2桁の学習者数

だったのに、今学期はなんと3名と

少なく、ビックリしました。

「秋学期報告会」は17名のボラン

ティアが集まりました。初級Bテキ

スト改訂版が完成し皆さんに配布す

ることができました。この秋学期か

ら初級Aクラスでは新テキストを使

い始め、冬学期からは初級Bクラス

も新テキストに切り替わります。

私たち日本語ボランティアは、学習

者がコミュニケーション能力を身に

つけることができるように、試行錯

誤しながらも新しい学習方法に挑戦

していこうと思っています。
【日本語教室運営委員長 鴇田良子】
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国際理解講座 ：10月10日（日）
秋学期報告会 ：11月20日（土）
第4回理事会 ：12月5日（日）

予定

第5回理事会 ：1月30日（日）

冬学期報告会 ：3月26日（土）
第6回理事会 ：4月3日（日）
第18回通常総会 ：4月24日（日）

今年初めての会報です。会員の皆さま、今年度もよろ
しくお願いいたします。コロナ禍で何かと制限され、
窮屈な状態が続いていますが、出来る範囲で日本語教
室やイベントを開催して学習者の皆さんとの時間を多
く共有出来るよう、努めてまいります。
いつも温かなご支援をありがとうございます。

編集：柴田麻衣・芝優子・清野律子

ボランティア便り
～質問！ボランティアの楽しみ、喜びは？～

習慣や食べ物の違いなど新し
い発見があります。日本語で
会話が続いた時はとても嬉し
くなります。その国特有のイ
ントネーションの違いなど、
言語の面白さを感じながら活
動しています。 (芝）

色々な国の文化や生活を知っ
て身近に感じる国が増えまし
た。また学習者さんとだんだ
ん日本語の会話が弾むように
なるのも嬉しいです。

（清野）
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